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1.はじめに 
人間の姿勢には，加齢により歪みが生じるこ

とが知られている．また，そのような姿勢の歪

みは，歩行時に転倒事故を引き起こし，骨折や

脳疾患等，重篤な障害を引き起こす危険性が指

摘されている[1]． 

これまで我々の研究グループでは，Kinect を

活用し，高齢者の歩行姿勢の評価方法や，補正

手法の提案を行ってきた[2][3]．本研究では，これ

まで我々が高齢者の姿勢補正手法として提案し

てきたレーザーポインタ課題の紹介と，これま

で対象としてこなかった歩行中における肩の傾

きの補正手法の有効性評価を行う． 

 

2.実験方法 
2.1 参加者 

 高齢者は，63-84 歳（平均 75.15 歳）の男女

20 名（男性 10 名，女性 10 名），若年者は 21-

22 歳までの大学生（平均 21.5 歳）の男女 11 名

（男性 6 名，女性 5 名）の合計 31 名であった．

参加者は十分な説明を受け，同意の上，実験に

参加した（informed consent）． 

2.2 レーザーポインタ課題 

参加者の正面前方 4.0m の位置に，A1 サイズの

ボードに描かれた図１のような的と，Kinect V2 

for Windows (Microsoft 社製)が搭載された計測

装置 Doctor’s Eye（テレビジネス社製）が設置

された．参加者は赤色レーザーを発するもの

（LP-R255，プラス（株）製）と，緑色レーザー

を発するもの（LP-G250，プラス（株）製）を右

手と左手にそれぞれ持ち，レーザーと同色の的

の中心にポインタを合わせるようにしながら直

線に歩行．これにより歩行姿勢の補正と安定が

促されることとなる． 

2.3 分析手順 

参加者は，Doctor’s Eye から約 4.0m 離れた位

置を起点とし，10sec の直立静止（直立静止条

件），普段の速さでの 4.0m の自然歩行（直線歩

行条件），レーザーポインタ課題下での 4.0m の

歩行（レーザーポインタ条件）の 3 条件（図 2）

で，計測が行われた．計測は Doctor’s Eye によ

り，全身 25 か所の関節の三次元空間座標が

30fps で記録され，そのうち，左右の肩の高さ

（鉛直方向）の差の絶対値を肩の左右の傾きの

大きさとみなし，分析対象とした． 

 
図１ 実験環境 

 

 
図 2 各実験条件における歩行姿勢の例 

 

3.結果 
図 3，4 に，各実験条件における高齢者と若年

者の左右の肩の高さの差の絶対値の平均値をそ

れぞれ示す．すると，直立静止条件と直線歩行

条件の間と，直線歩行条件とレーザーポインタ

条件の間で，高齢者，若年者ともに有意な差が

みられた（one-way ANNOVA, p < 0.001）． 

図 5 に，左右の肩の高さの差に関する高齢者
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と若年者の比較を示す．すると，直立静止条件

とレーザーポインタ条件では，左右の肩の高さ

の差の絶対値に関し，高齢者と若年者の間で有

意な違いがみられた（Student t-test, p < 
0.05）．一方，直線歩行条件では，高齢者と若

年者の間で有意な違いはみられなかった

（Student t-test, p = 0.33）． 

 
図 3 各実験における肩の傾きの比較（高齢者） 

 

 
図 4 各実験における肩の傾きの比較（若年者） 

 

 
図 5 高齢者と若年者の肩の傾きの比較 

 

4.考察 
実験の結果から，左右の肩の高さの差の絶対

値に関し，直立静止条件と直線歩行条件の間と，

直線歩行条件とレーザーポインタ条件の間で，

高齢者，若年者ともに有意な差があった．この

ことから，高齢者，若年者ともに，自然歩行時

では，直立静止時と比べ，左右の肩の傾きが大

きくなるが，レーザーポインタ課題の遂行中に

おいては，自然歩行時よりも減少することがわ

かった．また，自然歩行時では，左右の肩の高

さに関し，高齢者と若年者の間で有意な違いが

みられなかったが，レーザーポインタ課題の遂

行中では，有意な違いがみられることが示され

た．これらのことから，レーザーポインタ課題

の遂行中において，自然歩行時よりも左右の肩

の傾きが減少していたことがいえる．また，高

齢者と若年者の間で，自然歩行中の左右の肩の

傾きに違いはみられないことも明らかとなった．

しかし，レーザーポインタ課題の遂行による左

右の肩の傾きの減少量に関しては，違いがある

ことが分かった． 

 以上のことから，レーザーポインタ課題が，

左右の肩の傾きの補正に有効であることが示唆

される．また，このような補正効果が，高齢者

よりも，若年者において強くみられることも明

らかとなった．我々の先行研究より，若年者の

ほうが，より正確にポインタを的の中心に合わ

せ続けられることが報告されている[3]．つまり，

若年者のほうが，より正確に左右2つのポインタ

を的の中心に合わせ続けながら歩行していたと

言える．従って，正確なポインティングを行え

ていたことで，左右の肩の傾きが補正された歩

行姿勢が実現されていたことが示唆される． 

 

5.おわりに 

 本研究では，我々が高齢者の姿勢補正手法と

して提案してきたレーザーポインタ課題を用い，

歩行中の左右の肩の傾きの補正に対する有効性

の評価を行った．その結果，同課題が，左右の

肩の傾きの補正に有効である可能性を示した．

そして，左右の肩の傾きの補正に関しては，同

課題の遂行精度がより高い若年者のほうが，よ

り高い効果が得られることを示唆した．今後は，

高齢者においても，より高い補正効果を得られ

るように，課題の改善を検討していく予定であ

る． 
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